
で
も
直
営

に
戻
し
ま

し
た
。
し

か
し
、
和

歌
山
市
は

昨
年
、
国

が
全
額
補

助
す
る
コ

ン
セ
ッ
シ

ョ
ン
導
入
の
可
能
性
を
調
査
す
る
「
上

下
水
道
一
体
の
事
業
診
断
に
よ
る
経
営

の
効
率
化
促
進
事
業
」
に
応
募
し
現
在

調
査
中
で
す
。
そ
こ
で
以
下
を
質
問
し

ま
し
た
。

質

調
査
結
果
を
報
告
す
る
際
、
国
か

ら
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
導
入
を
求
め
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

答

募
集
要
項
で
は
調
査
委
託
に
対
し

助
成
す
る
こ
と
か
ら
、
導
入
を
求
め
ら
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日本共産党

南
畑
さ
ち
代
で
す

こ
ん
に
ち
は
市
会
議
員

日本共産党 和歌山市会議員

南畑 さち代

２ 月
議 会
報 告

３月３日、アバローム紀の国で、山下よしき副委員長を迎え

て演説会が開催されました。国会報告や県政の問題点を指摘し、

安倍政権を退陣に追い込む流れをつくる選挙にしようと呼びか

けられました。その後県議２名、私を含む市議６名の候補が決

意表明をしました。河北地域から演説会に初めて参加された方

は山下よしき副委員長の話が聞きやすかったと話してくれまし

た。

２月２日（土）、「水道の民営化、広
域化」について党・市議団主催の学習
会を開催。講師は、自治労連公営企業
評議会議長の植本眞司氏です。

視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

れ
る
こ
と
は
な
い
。

質

企
業
局
と
し
て
水
道
の
民
営
化
は
す
べ
き
で
な

い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

今
後
も
市
民
へ
の
安
心
安
全
で
安
定
し
た
水
の

供
給
は
、
企
業
局
の
使
命
と
考
え
、
現
状
と
変
わ
る

こ
と
な
く
主
体
性
を
も
っ
て
水
道
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

※
「
現
状
と
変
わ
る
こ
と
な
く
」
と
の
答
弁
で
す
が
、

和
歌
山
市
の
水
道
料
金
収
入
は
、
約
１
億
円
減
少
し

て
い
ま
す
。
「
運
営
資
金
が
底
を
つ
く
の
は
２
０
２

５
年
度
中
」
（
水
道
事
業
経
営
戦
略
・
２
０
１
９
年

３
月
）
と
し
て
お
り
、
今
後
、
企
業
局
の
動
向
を
注

２
０
１
３
年
４
月
、
当
時
の
麻
生
副
総
理
は
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
席
で
「

日
本
の
水
道
を
全
て
民
営
化
し
ま
す
」
と
発
言
、
国
を
挙
げ
て
水
道
事
業
の
民
営
化
に
ま

い
進
し
て
い
ま
す
。
昨
年

月
の
国
会
で
、
「
命
の
水
」
が
商
品
と
さ
れ
、
大
企
業
の
も

う
け
の
対
象
と
な
る
水
道
法
の
一
部
改
正
が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。
重
要
な
問
題
で
あ
り
、

不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
取
り
上
げ
ま
し
た
。

12

改
正
で
は
、
地
方
自
治
体
が
水
道
施
設
を

所
有
し
た
ま
ま
、
運
営
権
を
民
間
事
業
者
に

設
定
で
き
る
（
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
方
式
を

導
入
、
推
進
し
ま
す
。
契
約
期
間
は

年
以

上
で
す
。
導
入
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
５
年

か
ら
３
年
間
を
集
中
強
化
期
間
と
し
ま
し
た

が
、
大
阪
市
、
奈
良
市
な
ど
で
議
会
が
否
決
、

廃
案
等
で
、
現
在
０
（
ゼ
ロ
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
民
営
化
さ
れ
た
パ
リ
や
ア
ト
ラ
ン
タ

な
ど
で
は
、
料
金
の
引
き
上
げ
や
泥
水
な
ど

の
問
題
が
出
て
、
多
額
の
違
約
金
を
払
っ
て

20
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無 料 生 活 相 談

お問い合わせは南畑幸代まで
435-1113（日本共産党市議団直通）

日時：４月５日（金）
午後６時～７時

（曜日と回数が変更になっています。ご注意下さい）

会場：河西診療所組合員ホール
申込：南畑幸代まで

日時：毎週木曜日､午前10～12時
（電話での相談は常時行っています）

会場：南畑幸代生活相談所
TEL 453-3418、 453-7758（自宅）
和歌山市善明寺411-4

無 料 生 活 法 律 相 談

相談実施中は看板を出しています

１月～２月の生活相談件数
住宅：１件 道路：１件 法律：１件
税 ：１件 障害：２件 他 ：１件
ブロック塀：１件
市に相談総合窓口を：１件

南
畑
生
活
相
談
所

の
と
こ
ろ
に
選
挙

事
務
所
を
開
い
て

い
ま
す
。
是
非
お

立
ち
寄
り
下
さ
い
。

と
協
議
を
し
た
後
、
住
民
に
計
画

案
の
説
明
会
を
開
催
、
十
分
な
協

議
を
行
っ
た
後
、
市
長
に
許
可
申

請
を
提
出
す
る
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
県
条
例
の
み
の
対
象
で
、
市

が
関
わ
れ
る
箇
所
は
、
「
市
長
と

事
業
実
施
予
定
者
は
あ
ら
か
じ
め

協
議
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
規
定
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
す
。

こ
れ
は
市
へ
の
許
可
申
請
は
不
要

と
い
う
こ
と
で
す
。
今
後
、
事
業

者
の
説
明
会
に
対
し
、
し
っ
か
り

と
意
見
を
言
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

直
川
・
府
中
地
域
に
も
１
３
２
㏊

の
計
画
が
予
想
さ
れ
、
和
泉
山
脈

の
保
全
と
土
砂
災
害
の
危
険
性
の

あ
る
計
画

は
許
可
す

べ
き
で
な

い
と
改
め

て
表
明
し

ま
し
た
。

メガソーラーの新署名用紙ができました

私
が
総
理
信
用
せ
よ
と
無
理
を
い
う

声
聴
か
ぬ
安
倍
政
権
へ
倍
返
し

太
田
比
佐
子
（
粟
在
住
）

現
在
、
和
泉
山
脈
に
４
つ
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
事
前
協
議
書
が
提

出
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
「
和
歌
山
県
太
陽
光
発
電
事
業
の
実
施

に
関
す
る
条
例
」
の
対
象
で
す
。
条
例
の
施
行
後
初
め
て
の
審
査
と

な
り
ま
す
。

税
に
つ
い
て
、
消
費
税
を
な
く
す

会
の
和
歌
山
県
事
務
局
長
・
川
野

俊
三
氏
を
講
師
に
学

習
会
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
Ｑ
＆
Ａ
掲
載
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
の
お
話

は
、
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
ら
れ
て

い
て
、
大
切
な
箇
所
を
繰
り
返
し

読
め
る
の
が
利
点
で
す
。
大
い
に

活
用
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

「
和
歌
山
市
環
境
と
大
規
模
な

太
陽
光
発
電
設
備
設
置
事
業
と
の

調
和
に
関
す
る
条
例
」
の
対
象
、

ヘ
ク
タ
ー
ル
（
㏊
）
以
上
が
２

つ
で
す
。
１
つ
は
通
称
花
木
団
地
、

も
う
１
つ
は
有
功
地
域
。
県
条
例

の
み
の
対
象
は
梅
原
地
域
と
木
ノ

本
地
域
で
す
。

市
条
例
で
は
、
「
事
業
者
が
市

25
２
月

日
、
楠
見
後
援
会
の
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
４
月
に
行

わ
れ
る
県
議
、
市
議
選
挙
の
勝
利

を
目
指
す
と
と
も
に
、

月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
消
費
税

％
の
増

24
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